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ンド政治の最も影響力ある人物の一人で、 ＢＯＣに君臨 、同時期インド政策 独裁的に推進したとされてき
た（７）
。しか
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政権は、東インド会社の財政的弱点を切り口とした。それは、東インド会社による一七七二年夏 政府への財政的支援要請にみられるように、会社の財政破たん危機が介入の直接的契機となっていたことも一因となっていた。政府による会社への財政的支援は、会社の経営構造とインド行政双方に対する改革を東インド会社が受け入れることを前提として行われた。一七七三年 インド規制法( N




































 Pitt, the Younger, 1759-1806)
のそれぞれを中































ト政権成立とその後の政権強化 至る八四年春までの国制上の危機において、インド問題は政権交代にからむほどにイギリス 治に 重要な案件のひとつとなっていこの過程において、 「東インド会社問題」という枠に収まりきらないインド統治の問題が、イギリス政治にそ 対応をせまっていた である。同時期の政界における大問題であった「国王の影響力」を思い起こせば、先にふれた国王
－  34  －－  35  －
小ピット政権期イギリスのインド政策（鹿野）
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ンダス批判を行うのは十分考えられた。では、彼 外の同時代人にとってダンダスはどのように認識されていたのであろうか。まず議会について確認 てゆこう 一七八四年から八五年頃 つい 下院発言をみてゆ と、インド政策についての政府側の主要発言者は小ピットであっ 。こ




















































は、その方法や細部は異なっても目指す方向性 同一であったので、フォックス派は対立する小ピット政権が打ち出すインド政策について根本的な批判を行うことは、自己批判につながりかねなかった。そのため 府のインド 策への批判は、基本的にその代表的発言者 あ ダンダスへ個人攻撃という形をとったと考え れる。　
ダンダス批判の主な内容は、彼一人にインド政策の権限









( head of the Board) とか 「委員会の委員長」
( chairm





























ＢＯＣ委員であるマルグレイヴがインド法 フォックスのインド法の相違点についてそれま 下院で述べら ことに関して簡潔に発言す と、すかさず反政府派のシェリダンは、 「
〔マルグレイヴ卿は〕
ＢＯＣ委員であるけれど、こ








は、反政府派がインド政策を批判する あたって、政府代表的発言者であるダンダスをやり玉にあげ 政府側はダンダス以外のＢＯＣ委員が発言することで批判内容を否定したり釈明したりしてダン ス擁護にあたる いう論戦の構図が出来上がっていた。　
ダンダス批判の内容をまとめると次のようになる。
一七八四年イ ド法の規定に従えばＢＯＣ 長官を含め平等であるはずだが、ダンダス一人に 限が集中しており、ダンダスひいてはＢＯＣがインド法で に付与された権限を逸脱した政策を行おうとしている という で














































































－  40  －－  41  －
小ピット政権期イギリスのインド政策（鹿野）



































































































経緯をまとめよう。小ピット政権で ＢＯＣ設立前からコーンウォリスとの交渉にはシドニーがあたっ いた。首相ピットや会社、国王など多方面にわたる 向として、インド法成立の暁には新インド総督にはコーンウォリスが望まれていることを、シドニーが 伝える。シドニーの粘り強い説得に困ったコーンウォリスは、直接小ピットに断りの手紙を書いている。その後ふ たび
－  42  －－  43  －
小ピット政権期イギリスのインド政策（鹿野）

























Ｃ内部で東インド会社への対応について十分な準備が必要とされていたと考えらえる。秘密委員会の活動が最も活発となったのは一七八七年から八八年頃であり、それはＢＯＣがインド法規定の範囲を超 て東インド会社 問題に干渉しているということが議会内外で取りざたされていた時期であった。このようなＢＯＣの権力問題が一七八八年に一応の解決をみ 、 ＢＯＣ内部秘密員会は不活発となり、最後の記録は一八〇五年となっている。　
一七八〇年代末頃からダンダスは、東インド会社内部に





によって政府と会社との連絡は、ＢＯＣと役員会に るものと一元化されていたの 、ＢＯＣが直接的に株主総会の対応 悩まされることはなかった。そ ためダンダスは、会社 の関係を調整す めに、役員会内の役員個人とのコネクション強化をはかった 考えられる。ダンダスにとって幸いだったのは、会社側は、内部抗争によって、かつてのロバート・クライヴやローレンス・サリヴァン
( Laurence Sulivan, 1713-86)
のような大物が存在しなか
ったので、従来からの会社役員関係者でダンダスと対等にわたりあうだけの個人を欠いていた。さらに、従来会社の運営に絶大な影響力を有していた役員会の秘密委員会は、インド法による改正で弱体化して た。そ ためダンダスは、役員会内部す わち役員個人とのコネクション強化によって、インド法制定以後も不安定であっ 政府と会社との関係調整をはかった。　
ダンダスは、インド現地で活躍した社員が帰国すると、




























































て私貿易に従事した彼は、個人的蓄財に成功し一七八四年には渡印の理由となった債務を完済している。しかし、彼はこうした個人的利益獲得については罪悪感を覚えていたようである。一七八七年には新任の総督コーンウォリスら会社の商業制度の改革を任されている。この頃までにグラントは、会社や社員 利益 インド人民の幸福 対立するものではなく、会社支配の存続だけが人々の幸福を確実にするものと信じた。一七九〇年 は家族の健康 ため帰国することになったが 彼 帰国にあたり総督コーンウォリスからダンダスへの推挙を得 いる。小ピット、コーンウォリス、ダンダスの支援を受けた彼は、一 九四年 東インド会社の役員に選出された。　
以上、スコットとグラントという二人のインド帰国後に
会社役員となるまでの略歴をみたが 両者とも出自は高くなく、若くしてインドへ渡り、それぞれ ボンベイとベンガルで活躍した。スコット ついて在インド期のことはさほど詳細までわかっ いない だが、 「ボンベイの真の配者の一人」




く彼は、私貿易商人として渡印した若者の成功例の一人であろう。グラントは二回とも会社のポストを獲得して渡印しているが、彼の幼少期は決 恵まれ ものではなかった。奉公先フォーサイスが認めたように、彼は非常に優秀で将来を嘱望される有能な若者であっただけでなく、時には煙たがられるほど厳格に仕事を遂行し、周囲 信頼を得ていた。コーンウォリス総督期に文官として活躍したグラントは、 コーンウォリスにその業績を認められ信頼を得て、帰国後もコーンウォリスからはもちろん、小ピット、ダンダスからの支援を受けることになったのである。インドから帰国後、そ 資産 もとに下院議員となったような例は、他のネイボッブの例 あり彼ら 限 ことで ないので、両者が下院議員となっ ことに関して 小ピッ やダンダスの支援がどれほど影響し のかは別の検証が必要かもしれない。しかし 両者が東インド会社において役員となったこと、さらに役員会内部で影響力を増し総裁 までなったことに関しては、彼らの支援の影響力はほ ん疑いないであろう。とくにグラントに関しては、イ ド督就任前から会社側 信頼を有していたコーンウォリスの評価が高かったことも、かなり有利に働いた ずである。　
スコットやグラントのように有能でインド現地の経験が
あり、帰国後もインド現地との情報網を保持 ていた人物




て、それまでの「東インド会社問題」は、より広義の「ンド問題」へ展開してい 小ピット政 は、ピットのインド法で設立されたＢＯ の運営を通じて、インド政策を推進した。この小ピット政権のインド政策は、既存研究によって、後にＢＯＣ長官になるダ ダスが独裁的に推進したと印象づけられてきた。この点について本稿は、同時代的にも反政府派によって、ダンダスおよびＢＯＣ インド法の合法 定める権限を逸脱していると 批判がなされ、議会内外でインド政策はダン スが牛耳っているといった認識が一般化していっ ことを確認し 。だが、こうした同時代認識は必ずしもイ 政策 政策決定過程や
ＢＯＣの運営実態をそのまま反映したものではなかった。　
本稿では、ＢＯＣの委員会議事録や委員の個別の活動を










なくとも一七九三年 ダンダスがＢＯＣ長官となるまでの過程で、水面下での会社との関係調整につ め、徐々にインド問題を小ピット政権のインド政策 監督下におさめてゆくのである。
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すでに同年の調査委員会の決議に見られる
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－  50  －－  51  －
小ピット政権期イギリスのインド政策（鹿野）
不注意にも注釈なく言及が行われる。例えば、ピットのインド法についての記述で「長官ヘンリ・ダンダスによって率いられたＢＯＣ」 〔
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47） Ibid., XXVII, pp.187-90.
（
48）  M













回、ダンダスが委員長を務めた回数を四九回としているが、議事録では、第三三回の会議録がなく、三月四日の第三二回と三月一八日の第三四回の間に実際に会議が開かれたか定かではなく、開かれた場合 出席者および委員長は不明である。会議 の史料 フォリオ・ナンバーは第 二回と第三四回の記録は通しとなっており、史料 ける記録上の単純な誤り ある可能性もある。これについ 現時点では、他の史料等によって事実の確認は きていな 。Philips, p.34n.
（
52）  John Ehrm
an, The Younger Pitt: the Years of Acclaim
 
(1969), p.195 and 195n. 会議録では、八四年から八六年














istory, XXIV, pp.1096, 1107 。
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64）  Ibid., i, p.148.
（
65） Ibid., i, p.154.
（
66） Ibid.,  i, pp.168-9. また同手紙では、少なくとも他二名が
彼はインドへ行くべきだといっていることを聞き知っていることが述べられている。
（
67）  Ibid.,  i, pp.169-70. 
（
68）  Ibid.,  i, pp.172-3. ピットのインド法案は八月一三日に通
過している。
（
69） Ibid.,  i, pp.179-80.
（
70） Ibid.,  i, pp.184-5.
（
71） Secret M









74）  以下、 スコットについての基本的情報は、 主に次による。
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－  54  －－  54  －
小ピット政権期イギリスのインド政策（鹿野）




　　This paper explores the British Indian policy in late 18th century 
Britain. In particular, it focuses on the Indian policy by Henry Dundas 
(1742-1811), a Scottish advocate and politician, and one of the most 
influential figures on Indian matters and the policy in Pitt’s ministry. 
Up to the point the British Indian problems (or Indian affairs) was 
not dealt with policies by British governments, for Governments in 
the eighteenth century treated the Indian problems as the East India 
Company’s affairs. As the century went by, the meaning of the Indian 
problems had changed. The Pitt’s India Act of 1784 established a new 
government department, the Board of Control (BOC). The BOC was 
authorized power to supervise all Indian matters that did not concern 
East India Company’s trade. The Act was to remain the legal basis of 
relations between the state and the Company until 1858.
　　Henry Dundas, who served on the BOC from 1784 to 1801, is known 
by historians of Britain or British Empire as influential politician on 
the Indian problems, and his policy has called ‘despotism.’ However, the 
story concerning Dundas’s strong influence on the Indian issues and 
its policy at that time seems not to have been well testified. This paper, 
therefore, investigates his Indian policy as a commissioner of the BOC 
till 1793, when he became the President of the BOC, to examine his 
influence on the Indian issues. Firstly, this paper provides an analysis 
that his business on Indian policy was recognized by contemporaries 
as a despotic figure in the BOC. Secondly, this paper describes how 
managed the Board, as it turned out the other commissioners of the 
BOC worked actively more than conventional studies have mentioned. 
It also proves that Dundas attempted to adjust relationship with the 
Company. 
　　A further research of this result will be provide more consideration 
about Indian problem in the age of Pitt’s ministry.
　
